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【伊達中学校生徒の歯の健康について】 

○ 永久歯のむし歯がない人が 94.4％です。これは、伊達地区内の割合 75.7％と比

較するとむし歯がある人が少ないといえます。とても素晴らしいですね。むし歯は

少ないのですが、歯みがきが不十分で、歯肉炎になっている生徒が多く見られます。

歯肉炎や歯並びに異常があった生徒にも「治療の勧め」を渡してあるので、積極的に

診察を受けてください。 

 

 

 

色づく木々が美しい季節。校庭の桜の木もきれいに紅葉しています。紅葉は、最低気

温が５～８℃くらいに急に下がると早く進むと言われています。一歩一歩冬に近づい

ています。しっかり体調を整えて、冬本番に備えましょう。新型コロナウイルス感染症

対策については、気を緩めることなく、一人一人ができること（①マスクの着用、②換

気、③手洗い）をきちんと行いましよう。 

 

1 学期に、歯科検診の結果を渡しました。治療は進んでいるでしょう

か？治療がすんだ人の割合は・・・・ 

伊達中学校全体では、24.8％、1 年生 21.7％、2 年生 30.6％、

3 年生 22.7％ となっています。まだまだ未治療の人が多いですね。

特にむし歯が多い人の治療が進んでいません。治療をしないで放置したま

までは、むし歯は確実に進行してしまいます。自分の歯を失う前に治療を

開始してほしいです。 

 



 

 

   

10 月 30 日は食品ロス削減の日でした。保健給食委員会で

は、一口でも多く食べて食品ロスをなくそうと呼びかけていま

す。約 8 億人の人が飢えに苦しんでいるのに、毎年世界で食料

の 3 分の 1（13 億トン）が捨てられています。日本の食品ロス

量は、2017 年度の推計で年間 612 万トンです。国民１人当た

りに換算すると、毎日ご飯茶碗１杯分（約 132ｇ）を捨ててい

る計算です。 おにぎりで換算すると、１日に 1 億 2,000 万個

分に相当します。 

もし世界で 3 分の 1 の食料が捨てられなかったら、四国分の

森林面積が無駄にならずに済み、76 億人が飲める水を節約で

き、10 億軒分の年間電力をへらせます。私たちの食べ残しが、

世界の飢餓や環境破壊につながっています。食品ロスについて意

識した生活を送りたいですね。 

じわじわと感染者増加中・・・第８波に負けないために 

食卓の向こう側を想像してください～食品ロスについて～ 

給食の残滓
ざんさい

の一部 


